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九
州
大
学
教
授
　
村
上
裕
章
　
先
生

　

村
上
裕
章
先
生
は
、
一
九
五
九
年
に
福
岡
県
に
生
ま
れ
、
八
二
年
に
九
州
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
な
ら
び
に
同
博
士
後
期
課
程
に
進
学
さ
れ
た
。
八
八
年
に
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
を
単
位
取
得
退
学
後
は
、
九
州
大
学
法
学
部

助
手
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）、
九
州
国
際
大
学
法
経
学
部
助
教
授
、
北
海
道
大
学
助
教
授
・
同
教
授
を
経
て
、
二
〇
〇

八
年
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
に
着
任
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
ま
た
、
大
学
院
時
代
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
第
一
大
学
へ
、

就
職
さ
れ
て
か
ら
は
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
の
奨
学
金
を
得
て
ド
イ
ツ
の
マ
ン
ハ
イ
ム
大
学
へ
、
留
学
さ
れ
て
い
る
。

　

村
上
先
生
の
ご
研
究
は
、
大
き
く
二
つ
の
領
域
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
行
政
訴
訟
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ

の
知
見
を
踏
ま
え
た
重
厚
な
基
礎
理
論
か
ら
、
膨
大
な
判
例
の
分
析
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
定
法
の
精
緻
な
解
釈
論
ま
で
、
網
羅
的
に
業
績
を

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
一
つ
は
行
政
情
報
法
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
丁
寧
な
判
例
研
究
に
加
え
、
内
閣
府
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
委
員
と
し
て
の
ご
経
験
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
情
報
公
開
法
・
個
人
情
報
保
護
法
等
の
緻
密
な
解
釈
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
研
究

の
成
果
は
、『
行
政
訴
訟
の
基
礎
理
論
』、『
行
政
訴
訟
の
解
釈
理
論
』、『
行
政
情
報
の
法
理
論
』
に
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
共

編
著
者
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
『
リ
ー
ガ
ル
ク
エ
ス
ト
行
政
法
』、『
重
要
判
例
と
と
も
に
読
み
解
く
個
別
行
政
法
』、『
判
例
フ
ォ
ー
カ
ス

行
政
法
』
や
、
現
在
『
法
学
教
室
』
で
連
載
中
の
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
行
政
法
」
は
、
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
を
教
育
へ
と
還
元
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

先
生
の
担
当
す
る
学
部
ゼ
ミ
で
は
、
毎
回
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
年
度
末
に
は
完
成
度
の
高
い
ゼ
ミ
論
文

集
が
刊
行
さ
れ
た
。
一
方
、
懇
親
会
の
場
で
は
学
生
の
問
い
か
け
に
も
気
さ
く
に
応
じ
、
ま
た
ゼ
ミ
旅
行
で
は
学
生
と
と
も
に
旅
先
の
情
景

を
楽
し
ま
れ
た
。
先
生
が
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
二
〇
一
九
年
に
、
現
役
ゼ
ミ
生
と
卒
業
生
に
よ
っ
て
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
大
勢

で
先
生
を
お
祝
い
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
先
生
の
手
堅
く
、
か
つ
分
か
り
や
す
い
講
義
ス
タ
イ
ル
は
、
学
部
の
み
な
ら
ず
法

科
大
学
院
や
大
学
院
に
お
い
て
も
、
学
生
の
人
気
を
博
し
た
。

　

さ
ら
に
、
先
生
は
九
州
大
学
の
管
理
・
運
営
面
に
お
い
て
も
、
極
め
て
多
大
な
ご
貢
献
を
果
た
さ
れ
た
。
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
二
〇
一

六
年
三
月
ま
で
は
法
科
大
学
院
副
院
長
と
し
て
、
同
年
四
月
か
ら
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
は
法
科
大
学
院
長
と
し
て
、
法
曹
教
育
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
三
月
ま
で
は
法
学
研
究
院
長
・
法
学
部
長
・
法
学
府
長
と
し
て
、

そ
し
て
、
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
同
年
九
月
ま
で
は
副
学
長
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
代
表
さ
れ
る
「
変
革
期
」
の
九
州
大
学
を
支
え

ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
研
究
・
教
育
・
大
学
運
営
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
ご
活
躍
さ
れ
た
村
上
先
生
が
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
長
年
の
ご
功

労
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
先
生
の
よ
り
一
層
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
本
号
を
献
じ
る
次
第
で
あ
る
。
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村
上
　
裕
章
　
教
授
　
著
作
目
録

著
書

　
『
行
政
訴
訟
の
基
礎
理
論
』（
単
著
）�

有
斐
閣　
　
　

二
〇
〇
七
年

　
『
行
政
法
』（
共
著
）�

有
斐
閣　
　
　

二
〇
〇
七
年

　
『
行
政
法
〔
第
二
版
〕』（
共
著
）�

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
〇
年

　
『
重
要
判
例
と
と
も
に
読
み
解
く
個
別
行
政
法
』（
共
著
）�

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
三
年

　
『
デ
イ
リ
ー
六
法
（
平
成
二
七
年
度
版
～
）』（
共
編
）�

三
省
堂　
　

二
〇
一
四
年
～

　
『
行
政
法
〔
第
三
版
〕』（
共
著
）�

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
五
年

　
『
行
政
情
報
の
法
理
論
』（
単
著
）�

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
八
年

　
『
行
政
法
〔
第
四
版
〕』（
共
著
）�

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
八
年

　
『
判
例
フ
ォ
ー
カ
ス
行
政
法
』（
共
編
著
）�

三
省
堂　
　
　

二
〇
一
九
年

　
『
行
政
訴
訟
の
解
釈
理
論
』（
単
著
）�

弘
文
堂　
　
　

二
〇
一
九
年

論
文

　
「
越
権
訴
訟
の
性
質
に
関
す
る
理
論
的
考
察
（
一
）」�

（
九
大
法
学
五
七
号
）　　
　

一
九
八
九
年

　
「
越
権
訴
訟
の
性
質
に
関
す
る
理
論
的
考
察
（
二
・
完
）」�

（
九
大
法
学
五
八
号
）　　
　

一
九
八
九
年

　
「
ド
イ
ツ
行
政
訴
訟
に
お
け
る
訴
え
の
利
益
の
事
後
消
滅

�

―
―
継
続
的
確
認
訴
訟
の
検
討
―
―
」　　
　
（
比
較
法
研
究
五
六
号
）　　
　

一
九
九
四
年
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「
憲
法
と
行
政
訴
訟
―
―
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
試
論
―
―
」�

（
北
大
法
学
論
集
四
六
巻
四
号
）　　
　

一
九
九
五
年

　
「
社
会
福
祉
行
政
に
お
け
る
情
報
の
公
開
と
保
護
」　
『「
知
る
権
利
」・「
知
ら
れ
な
い
権
利
」

　
　
　
　
　

―
―
春
日
市
「
情
報
二
条
例
」
の
回
顧
と
展
望
―
―
』（
春
日
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
専
門
委
員
会
編
）

�

春
日
市　
　
　

一
九
九
六
年

　
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
間
個
人
情
報
の
立
法
的
保
護
」『
情
報
・
秩
序
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
田
村
善
之
編
）

�

北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会　
　
　

一
九
九
九
年

　
「
情
報
公
開
法
九
条
～
一
七
条
―
―
開
示
手
続
」�

（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
五
六
号
）　　
　

一
九
九
九
年

　
「
国
地
方
係
争
処
理
・
自
治
紛
争
処
理
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
あ
た
ら
し
い
地
方
自
治
・
地
方
分
権
』

�

（
小
早
川
光
郎
＝
小
幡
純
子
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
〇
〇
年

　
「
行
政
主
体
間
の
争
訟
と
司
法
権
」�

（
公
法
研
究
六
三
号
）　　
　

二
〇
〇
一
年

　
「
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
と
自
治
紛
争
処
理
委
員

　
　
　
　
　

―
―
そ
の
法
的
地
位
を
中
心
と
し
て
―
―
」�

（
税
五
七
巻
二
号
）　　
　

二
〇
〇
二
年

　
「
国
境
を
越
え
る
デ
ー
タ
流
通
と
個
人
情
報
の
保
護
―
―
欧
州
連
合
個
人
情
報
保
護
指
令
の
第
三
国
条
項
を

　
　

手
が
か
り
と
し
て
―
―
」『
川
上
宏
二
郎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
・
情
報
社
会
の
公
法
学
』

�

信
山
社
出
版　
　
　

二
〇
〇
二
年

　
「
集
団
食
中
毒
の
発
生
と
情
報
提
供
の
あ
り
方
―
―
Ｏ
―

一
五
七
東
京
訴
訟
控
訴
審
判
決
を
契
機
と
し
て
」

�
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
八
号
）　　
　

二
〇
〇
三
年

　
「
執
行
停
止
と
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
」　
『
行
政
法
の
争
点
〔
第
三
版
〕』

�

（
芝
池
義
一
＝
小
早
川
光
郎
＝
宇
賀
克
也
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
〇
四
年
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「
行
政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
と
外
国
法
制
調
査
」�

（
法
律
時
報
七
七
巻
三
号
）　　
　

二
〇
〇
五
年

　
「
改
正
行
訴
法
に
関
す
る
解
釈
論
上
の
諸
問
題
」�

（
北
大
法
学
論
集
五
六
巻
三
号
）　　
　

二
〇
〇
五
年

　
「
取
消
訴
訟
に
お
け
る
審
理
の
範
囲
と
判
決
の
拘
束
力
―
―
審
決
取
消
訴
訟
か
ら
の
示
唆
―
―
」

�

（
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
一
〇
号
）　　
　

二
〇
〇
六
年

　
「
法
科
大
学
院
に
お
け
る
授
業
方
法
の
研
究
・
行
政
法
」�

（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
研
究
四
号
）　　
　

二
〇
〇
七
年

　
「
取
消
訴
訟
に
お
け
る
審
理
の
範
囲
と
判
決
の
拘
束
力
―
―
審
決
取
消
訴
訟
か
ら
の
示
唆
―
―
」

�

『
新
世
代
知
的
財
産
法
政
策
学
の
創
成
』（
田
村
善
之
編
著
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
〇
八
年

　
「
日
本
行
政
訴
訟
制
度
的
修
正
及
今
后
的
課
題
」

�

（
周
翊
訳
、
何
東
校
）　　
　
（
山
東
大
学
法
律
評
論
（
中
華
人
民
共
和
国
）
第
五
輯
）　　
　

二
〇
〇
八
年

　
「
行
政
強
制
と
民
事
執
行
」�

（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
四
九
号
）　　
　

二
〇
〇
八
年

　
「
規
制
権
限
不
行
使
と
救
済
手
段
」�

（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
四
九
号
）　　
　

二
〇
〇
八
年

　
「
法
科
大
学
院
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
行
政
法
」�

（
法
学
教
室
三
四
四
号
）　　
　

二
〇
〇
九
年

　
「
多
様
な
訴
訟
類
型
の
活
用
と
課
題
」�

（
法
律
時
報
八
二
巻
八
号
）　　
　

二
〇
一
〇
年

　
「
情
報
公
開
訴
訟
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
」�

（
法
政
研
究
七
七
巻
四
号
）　　
　

二
〇
一
一
年

　
「
特
別
解
説
二　

イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
」『
条
解
行
政
情
報
関
連
三
法

　
　
　
　
　

―
―
公
文
書
管
理
法
・
行
政
機
関
情
報
公
開
法
・
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
』

�

（
高
橋
滋
＝
斎
藤
誠
＝
藤
井
昭
夫
編
）　　
　

弘
文
堂　
　
　

二
〇
一
一
年

　

Der�effektive�Rechtsschutz�im
�japanischen�Verw

altungsprozessrecht�-�Bedeutung�und

　
　

Grenzen�der�Reform
�2004,�in:�Staat,�Verw

altung�und�Rechtsschutz,�Festschrift�für�W
olf-Rüdiger
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Schenke�zum
�70.�Geburtstag��(Hrsg.�von�P.�Baum

eister/W
.�Roth/J.�Ruthig)��Duncker�&

�Hum
blot�

二
〇
一
一
年

　
「
情
報
公
開
法
改
正
案
の
検
討
―
―
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
を
中
心
と
し
て
」�

（
法
律
時
報
八
四
巻
一
号
）　　
　

二
〇
一
二
年

　
「
日
本
公
法
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護
」�

（ICCLP�Publications�N
o.�12

）　　
　

二
〇
一
二
年

　
「
公
法
上
の
確
認
訴
訟
の
適
法
要
件
―
―
裁
判
例
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―
」

�

『
阿
部
泰
隆
先
生
古
稀
記
念
・
行
政
法
学
の
未
来
に
向
け
て
』　　
　
（
高
木
光
ほ
か
編
）　　
　

二
〇
一
二
年

　

La�protection�des�données�personnelles�en�droit�public�japonais,�in:�L'inform
ation:

　
　

V
IIIe�Journées�juridiques�franco-japonaises�(Collection�D

roits�Étrangers�vol.�11)

　
　

(dir.�par�B.�Fauvarque-Cosson�et�Y
.�Ito)��

Société�de�Législation�Com
parée　

　
　

二
〇
一
二
年

　
「
原
告
適
格
拡
大
の
意
義
と
限
界
―
―
小
田
急
線
高
架
化
事
件
」�

（
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
号
）　　
　

二
〇
一
二
年

　
「
判
断
過
程
審
査
の
現
状
と
課
題
」�

（
法
律
時
報
八
五
巻
二
号
）　　
　

二
〇
一
三
年

　
「
行
政
機
関
情
報
公
開
法
七
条
」「
同
一
三
条
」「
独
立
行
政
法
人
等
情
報
公
開
法
七
条
」「
同
一
四
条
」

　
　
「
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
一
六
条
」「
同
二
三
条
」「
独
立
行
政
法
人
等
個
人
情
報
保
護
法
一
六
条
」

　
　
「
同
二
三
条
」　
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
情
報
公
開
法
・
個
人
情
報
保
護
法
・
公
文
書
管
理
法
』

�

（
右
崎
正
博
＝
多
賀
谷
一
照
＝
田
島
泰
彦
＝
三
宅
弘
編
）　　
　

日
本
評
論
社　
　
　

二
〇
一
三
年

　
「
客
観
訴
訟
と
憲
法
」�

（
行
政
法
研
究
四
号
）　　
　

二
〇
一
三
年

　
「
国
・
自
治
体
間
等
争
訟
」　
『
現
代
行
政
法
講
座
Ⅳ
自
治
体
争
訟
・
情
報
公
開
争
訟
』

�

（
現
代
行
政
法
講
座
編
集
委
員
会
ほ
か
編
）　　
　

日
本
評
論
社　
　
　

二
〇
一
四
年

　
「
執
行
停
止
と
内
閣
総
理
大
臣
の
異
議
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
・
新
・
法
律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ

　
　

八
行
政
法
の
争
点
』�

（
高
木
光
＝
宇
賀
克
也
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
四
年
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「
行
政
事
件
訴
訟
法
五
条
」「
同
七
条
」　
『
条
解
行
政
事
件
訴
訟
法
〔
第
四
版
〕』

�

（
高
橋
滋
＝
市
村
陽
典
＝
山
本
隆
司
編
）　　
　

弘
文
堂　
　
　

二
〇
一
四
年

　
「
団
体
訴
訟
の
制
度
設
計
に
向
け
て
―
―
消
費
者
保
護
・
環
境
保
護
と
行
政
訴
訟
・
民
事
訴
訟
」

�

（
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
号
）　　
　

二
〇
一
五
年

　
「
特
定
秘
密
保
護
法
と
情
報
公
開
」　
『
高
見
勝
利
先
生
古
稀
記
念
・
憲
法
の
基
底
と
憲
法
論
』

�

（
岡
田
信
弘
＝
笹
田
栄
司
＝
長
谷
部
恭
男
編
）　　
　

信
山
社　
　
　

二
〇
一
五
年

　
「
司
法
制
度
改
革
後
に
お
け
る
行
政
法
判
例
の
展
開
―
―
理
論
の
過
剰
と
過
小
―
―
」

�

（
公
法
研
究
七
七
号
）　　
　

二
〇
一
五
年

　
「
日
本
に
お
け
る
客
観
訴
訟
論
の
導
入
と
定
着
」�

（
法
政
研
究
八
二
巻
二
＝
三
号
）　　
　

二
〇
一
五
年

　
「
裁
判
所
に
お
け
る
情
報
公
開
―
―
司
法
行
政
文
書
を
中
心
と
し
て
―
―
」

�

（
法
政
研
究
八
三
巻
一
＝
二
号
）　　
　

二
〇
一
六
年

　
「「
申
請
権
」
概
念
の
生
成
と
確
立
」　
『
滝
井
繁
男
先
生
追
悼
論
集
・
行
政
訴
訟
の
活
発
化
と

　
　

国
民
の
権
利
重
視
の
行
政
へ
』（
佐
藤
幸
治
＝
泉
徳
治
編
）�

日
本
評
論
社　
　
　

二
〇
一
七
年

　
「「
申
請
権
」
概
念
の
展
開
」�

（
法
政
研
究
八
四
巻
一
号
）　　
　

二
〇
一
七
年

　
「
森
友
学
園
事
件
か
ら
み
え
て
く
る
法
的
問
題
―
―
随
意
契
約
・
公
文
書
管
理
・
情
報
公
開
―
―
」

�

（
法
律
時
報
八
四
巻
二
号
）　　
　

二
〇
一
八
年

　
「（
法
律
時
評
）
森
友
学
園
そ
の
後
―
―
明
る
み
に
出
た
政
官
関
係
の
闇
」�

（
法
律
時
報
八
四
巻
七
号
）　　
　

二
〇
一
八
年

　
「
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
」�

（
季
報
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
七
〇
号
）　　
　

二
〇
一
八
年

　
「
個
人
情
報
保
護
制
度
の
現
代
的
課
題
」�

（
學
士
會
会
報
九
三
三
号
）　　
　

二
〇
一
八
年
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「
行
政
事
件
訴
訟
法
の
要
点
①
」�

（
判
例
地
方
自
治
四
四
五
号
）　　
　

二
〇
一
九
年

　
「
情
報
公
開
法
制
の
整
備
―
―
法
律
と
条
例
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」�

（
行
政
法
研
究
三
〇
号
）　　
　

二
〇
一
九
年

　
「
行
政
事
件
訴
訟
法
の
要
点
②
」�

（
判
例
地
方
自
治
四
四
六
号
）　　
　

二
〇
一
九
年

判
例
研
究

　
「
内
部
的
措
置
と
越
権
訴
訟
」�

（
法
政
研
究
五
三
巻
一
号
）　　
　

一
九
八
六
年

　
「
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
決
定
と
取
消
訴
訟
の
対
象
」�

（
九
大
法
学
五
四
号
）　　
　

一
九
八
七
年

　
「
収
用
補
償
額
に
関
す
る
訴
訟
」　
『
行
政
判
例
百
選
Ⅱ
〔
第
四
版
〕』

�

（
塩
野
宏
＝
小
早
川
光
郎
＝
宇
賀
克
也
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

一
九
九
九
年

　
「
東
京
都
財
務
局
が
作
成
し
た
懇
談
会
開
催
の
起
案
文
書
中
の
相
手
方
出
席
者
の
都
議
会
会
派
の
役
職
名
は
、

　
　

懇
談
会
が
実
際
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
役
職
名
は
冒
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　

そ
の
者
の
「
個
人
に
関
す
る
情
報
」
を
記
載
し
た
も
の
に
は
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例
、
ほ
か
」

�

（
判
例
評
論
四
八
九
号
）　　
　

一
九
九
九
年

　
「
林
地
開
発
許
可
処
分
と
原
告
適
格
」�

（
平
成
一
三
年
度
重
要
判
例
解
説
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
二
四
号
）　　
　

二
〇
〇
二
年

　
「
情
報
公
開
法
三
六
条
二
項
に
基
づ
く
移
送
申
立
事
件
」�

（
季
報
情
報
公
開
六
号
）　　
　

二
〇
〇
二
年

　
「
徳
島
県
議
会
食
糧
費
等
情
報
公
開
訴
訟
上
告
審
判
決
」�

（
判
例
評
論
五
二
四
号
）　　
　

二
〇
〇
二
年

　
「
警
備
業
法
に
基
づ
く
処
分
」�

（
季
報
情
報
公
開
七
号
）　　
　

二
〇
〇
二
年

　
「
原
子
力
発
電
の
経
済
性
試
算
に
関
す
る
資
料
」�
（
季
報
情
報
公
開
八
号
）　　
　

二
〇
〇
三
年

　
「
行
政
主
体
が
国
民
に
行
政
上
の
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
え
の
適
否
」�

（
民
商
法
雑
誌
一
二
八
巻
二
号
）　　
　

二
〇
〇
三
年
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「
議
員
野
球
大
会
参
加
の
た
め
の
旅
行
命
令
が
違
法
と
さ
れ
た
事
例
」�

（
法
学
教
室
二
七
四
号
）　　
　

二
〇
〇
三
年

　
「
博
覧
会
国
際
事
務
局
訪
日
目
的
記
載
文
書
」�

（
季
報
情
報
公
開
一
〇
号
）　　
　

二
〇
〇
三
年

　
「
国
と
地
方
の
係
争
処
理
―
―
勝
馬
投
票
券
発
売
税
」『
地
方
自
治
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕』

�

（
磯
部
力
＝
小
幡
純
子
＝
斎
藤
誠
編
）
有
斐
閣　
　
　

二
〇
〇
三
年

　
「
福
岡
県
警
察
及
び
議
会
の
懇
談
会
・
旅
費
関
係
文
書
」�

（
季
報
情
報
公
開
一
一
号
）　　
　

二
〇
〇
三
年

　
「
自
衛
隊
燃
料
購
入
関
係
文
書
」�

（
季
報
情
報
公
開
一
二
号
）　　
　

二
〇
〇
四
年

　
「
旧
日
本
軍
朝
鮮
人
軍
人
・
軍
属
名
簿
」�

（
季
報
情
報
公
開
一
三
号
）　　
　

二
〇
〇
四
年

　
「
特
定
専
門
学
校
に
お
け
る
授
業
の
改
善
等
に
関
す
る
文
書
」�

（
季
報
情
報
公
開
一
四
号
）　　
　

二
〇
〇
四
年

　
「
会
合
出
席
者
氏
名
等
の
個
人
情
報
該
当
性
及
び
取
消
訴
訟
の
終
了
」�

（
民
商
法
雑
誌
一
三
一
巻
二
号
）　　
　

二
〇
〇
四
年

　
「
死
者
の
診
療
記
録
の
相
続
人
に
よ
る
開
示
請
求
」�

（
季
報
情
報
公
開
一
五
号
）　　
　

二
〇
〇
四
年

　
「
前
払
式
特
定
取
引
業
者
の
財
産
及
び
収
支
に
関
す
る
報
告
書
」�

（
季
報
情
報
公
開
一
六
号
）　　
　

二
〇
〇
五
年

　
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
予
定
地
選
定
調
査
資
料
」�

（
季
報
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
一
七
号
）　　
　

二
〇
〇
五
年

　
「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
該
当
生
薬
の
在
庫
数
量
等
調
査
結
果
」�

（
季
報
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
一
八
号
）　　
　

二
〇
〇
五
年

　
「
県
立
渡
船
越
立
業
務
等
に
関
す
る
公
文
書
」�
（
季
報
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
一
九
号
）　　
　

二
〇
〇
五
年

　
「
損
失
の
補
償
に
関
す
る
訴
え
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅱ
〔
第
五
版
〕』

�

（
小
早
川
光
郎
＝
宇
賀
克
也
＝
交
告
尚
史
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
〇
六
年

　
「
都
知
事
が
行
っ
た
都
市
高
速
鉄
道
に
係
る
都
市
計
画
の
変
更
が
鉄
道
の
構
造
と
し
て
高
架
式
を

　
　

採
用
し
た
点
に
お
い
て
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
違
法
で
あ
る

　
　

と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
た
事
例
―
小
田
急
線
連
続
立
体
交
差
（
高
架
化
）
事
業
認
可
取
消
訴
訟
上
告
審
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（
第
一
小
法
廷
）
判
決
」�

（
判
例
評
論
五
八
四
号
）　　
　

二
〇
〇
七
年

　
「
情
報
公
開
訴
訟
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
」

�

（
法
学
教
室
三
五
四
号
別
冊
付
録
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
九
［
Ⅱ
］）　　
　

二
〇
一
〇
年

　
「
固
定
資
産
税
の
価
格
を
過
大
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
納
税
者
が
地
方
税
法

　
　

四
三
二
条
一
項
本
文
に
基
づ
く
審
査
の
申
出
及
び
同
法
四
三
四
条
一
項
に
基
づ
く
取
消
訴
訟
等
の

　
　

手
続
を
経
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
国
家
賠
償
請
求
の
許
否
」�

（
判
例
評
論
六
二
六
号
）　　
　

二
〇
一
一
年

　
「
建
築
確
認
取
消
訴
訟
に
お
け
る
先
行
す
る
「
安
全
認
定
」
の
違
法
性
主
張
の
可
否
」

�

（
平
成
二
二
年
度
重
要
判
例
解
説
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
二
〇
号
）　　
　

二
〇
一
一
年

　
「
小
田
急
高
架
化
事
業
認
可
取
消
訴
訟
―
―
裁
量
統
制
」『
環
境
法
判
例
百
選
〔
第
二
版
〕』

�

（
淡
路
剛
久
＝
大
塚
直
＝
北
村
喜
宣
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
一
年

　
「
損
失
の
補
償
に
関
す
る
訴
え
」　
『
行
政
判
例
百
選
Ⅱ�〔
第
六
版
〕』

�
（
宇
賀
克
也
＝
交
告
尚
史
＝
山
本
隆
司
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
二
年

　
「
教
職
員
国
旗
国
歌
訴
訟
（
予
防
訴
訟
）
上
告
審
判
決
」�

（
判
例
評
論
六
五
一
号
）　　
　

二
〇
一
三
年

　
「
国
と
地
方
の
係
争
処
理
―
―
勝
馬
投
票
券
発
売
税
」　
『
地
方
自
治
判
例
百
選
〔
第
四
版
〕』

�

（
磯
部
力
＝
小
幡
純
子
＝
斎
藤
誠
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
三
年

　
「
生
活
保
護
老
齢
加
算
廃
止
訴
訟
」�

（
法
政
研
究
八
〇
巻
一
号
）　　
　

二
〇
一
三
年

　
「
厚
木
基
地
第
四
次
訴
訟
（
行
政
訴
訟
）
第
一
審
」�

（
法
政
研
究
八
二
巻
一
号
）　　
　

二
〇
一
五
年

　
「
公
文
書
公
開
条
例
に
基
づ
く
診
療
報
酬
明
細
書
の
公
開
請
求
」『
社
会
保
障
判
例
百
選
〔
第
五
版
〕』

�

（
岩
村
正
彦
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
六
年
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「
土
地
家
屋
調
査
士
法
四
四
条
一
項
に
基
づ
く
懲
戒
申
出
を
受
け
た
地
方
法
務
局
長
が
し
た

　
　

当
該
土
地
家
屋
調
査
士
に
対
し
懲
戒
処
分
を
行
わ
な
い
と
の
決
定
の
行
政
処
分
性
（
積
極
）
ほ
か
」

�

（
判
例
評
論
六
九
五
号
）　　
　

二
〇
一
七
年

　
「
委
任
の
範
囲
（
五
）
―
―
生
活
保
護
基
準
の
改
定
」　
『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ�〔
第
七
版
〕』

�

（
宇
賀
克
也
＝
交
告
尚
史
＝
山
本
隆
司
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
七
年

　
「
損
失
補
償
に
関
す
る
訴
え
」　
『
行
政
判
例
百
選
Ⅱ�〔
第
七
版
〕』

�

（
宇
賀
克
也
＝
交
告
尚
史
＝
山
本
隆
司
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
七
年

　
「
ワ
ン
コ
イ
ン
ド
ー
ム
事
件
」�

（
法
政
研
究
八
四
巻
四
号
）　　
　

二
〇
一
八
年

　
「
厚
木
基
地
第
四
次
訴
訟
（
行
政
訴
訟
）
上
告
審
判
決
」

�
（
平
成
二
九
年
度
重
要
判
例
解
説
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
一
八
号
）　　
　

二
〇
一
八
年

　
「
小
田
急
高
架
化
事
業
認
可
取
消
訴
訟
―
―
裁
量
統
制
」　
『
環
境
法
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕』

�
（
淡
路
剛
久
＝
大
塚
直
＝
北
村
喜
宣
編
）　　
　

有
斐
閣　
　
　

二
〇
一
八
年

　
「
内
閣
官
房
報
償
費
情
報
公
開
訴
訟
上
告
審
判
決
」�

（
判
例
評
論
七
二
四
号
）　　
　

二
〇
一
九
年

学
会
報
告
等

�「
ド
イ
ツ
行
政
訴
訟
に
お
け
る
訴
え
の
利
益
の
事
後
消
滅
―
―
継
続
的
確
認
訴
訟
の
検
討
―
―
」

�

日
本
比
較
法
学
会
第
五
六
回
総
会
（
九
州
大
学
）　　
　

一
九
九
三
年

　
「
行
政
主
体
間
の
争
訟
と
司
法
権
」�

日
本
公
法
学
会
第
六
五
回
総
会
（
慶
應
義
塾
大
学
）　　
　

二
〇
〇
〇
年

　
「
改
正
行
訴
法
に
関
す
る
解
釈
論
上
の
諸
問
題
」
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�

民
科
法
律
部
会
行
政
法
・
基
礎
法
合
同
分
科
会
（
湯
元
登
別
）　　
　

二
〇
〇
四
年

　
「
日
本
に
お
け
る
行
政
訴
訟
制
度
の
改
革
と
今
後
の
課
題
」

�

第
六
回
日
中
公
法
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
九
州
大
学
）　　
　

二
〇
〇
七
年

　
「
情
報
公
開
法
改
正
案
の
検
討
―
―
イ
ン
カ
メ
ラ
審
理
を
中
心
と
し
て
―
―
」

�

第
一
一
回
行
政
法
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
関
西
学
院
大
学
）　　
　

二
〇
一
一
年

　

La�protection�des�données�personnelles�en�droit�public�japonais

�

第
八
回
日
仏
法
学
共
同
研
究
集
会
（
東
京
大
学
）　　
　

二
〇
一
一
年

　
「
日
本
に
お
け
る
行
政
事
件
訴
訟
法
改
正
の
動
向
」�

第
九
回
日
中
公
法
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
華
東
政
法
大
学
）　　
　

二
〇
一
三
年

　
「
特
定
秘
密
保
護
法
と
情
報
公
開
」�

第
一
〇
回
日
中
公
法
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
北
海
道
大
学
）　　
　

二
〇
一
四
年

　
「
司
法
制
度
改
革
後
に
お
け
る
行
政
法
判
例
の
展
開
―
―
理
論
の
過
剰
と
過
少
―
―
」

�

日
本
公
法
学
会
第
七
四
回
総
会
（
中
央
大
学
）　　
　

二
〇
一
四
年

　
「
行
政
事
件
訴
訟
法
の
改
正
―
―
包
括
的
抗
告
訴
訟
概
念
の
克
服
へ
向
け
て
―
―
」

�

日
本
弁
護
士
連
合
会
行
政
訴
訟
セ
ン
タ
ー
（
弁
護
士
会
館
）　　
　

二
〇
一
四
年

　
「「
申
請
権
」
概
念
の
生
成
と
展
開
」�

民
科
法
律
部
会
行
政
法
分
科
会
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
せ
と
う
ち
）　　
　

二
〇
一
七
年

そ
の
他

　
〈
書
評
〉「
伊
藤
洋
一
著
・
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
の
研
究
」�
（
民
商
法
雑
誌
一
〇
九
巻
一
号
）　　
　

一
九
九
三
年

　
〈
書
評
〉「
阿
部
泰
隆
著
・
行
政
訴
訟
改
革
論
」�
（
自
治
研
究
七
二
巻
一
〇
号
）　　
　

一
九
九
六
年

　
〈
翻
訳
〉
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
シ
ェ
ー
ヌ
「
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
の
危
機
と
フ
ラ
ン
ス
法
」（
共
訳
）
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�

（
北
大
法
学
論
集
五
〇
巻
六
号
）　　
　

二
〇
〇
〇
年

　
〈
書
評
〉「
橋
本
博
之
著
・
行
政
訴
訟
改
革
」�

（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
二
二
号
）　　
　

二
〇
〇
二
年

　
〈
演
習
〉「
演
習
行
政
法
第
一
回
～
第
一
二
回
」　　
　
（
法
学
教
室
二
七
一
号
～
二
八
二
号
）�

二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
四
年

　
〈
翻
訳
〉
ヴ
ォ
ル
フ
＝
リ
ュ
ー
デ
ィ
ガ
ー
・
シ
ェ
ン
ケ
「
ド
イ
ツ
行
政
訴
訟
に
お
け
る
仮
の
権
利
保
護
」

�

（
北
大
法
学
論
集
五
九
巻
一
号
）　　
　

二
〇
〇
八
年

　
〈
学
界
展
望
〉「
行
政
法
・
行
政
救
済
法
」�

（
公
法
研
究
七
三
号
）　　
　

二
〇
一
一
年

　
〈
学
界
展
望
〉「
行
政
法
・
行
政
救
済
法
」�

（
公
法
研
究
七
四
号
）　　
　

二
〇
一
二
年

　
〈
座
談
会
〉「
第
八
回
日
仏
法
学
共
同
研
究
集
会
・
情
報
」�

（
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
号
）　　
　

二
〇
一
二
年

　
〈
翻
訳
〉
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ド
リ
ュ
「
個
人
デ
ー
タ
保
護
―
―
保
障
と
限
界
」

�

（ICCLP�Publications�N
o.�12

）　　
　

二
〇
一
二
年

　
〈
講
座
〉「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
行
政
法
第
一
回
～
」�

（
法
学
教
室
四
六
三
号
～
）　　

二
〇
一
九
年
～

　
〈
立
法
紹
介
〉「
デ
ジ
タ
ル
共
和
国
法
―
―
デ
ジ
タ
ル
共
和
国
の
た
め
の

　
　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
七
日
法
律
第
二
〇
一
六
―
三
二
一
号
」�

（
日
仏
法
学
三
〇
号
）　　
　

二
〇
一
九
年




